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平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想値との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 21 年 4 月 30 日に公表した平成 21 年 12 月期（平成 21 年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日）

第２四半期累計期間業績予想値と本日公表の平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間実績値につい

て、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 また、通期の業績予想について下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

記 

１．連 結 
(1)平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想数値と実績との差異 

（平成 21年 1 月 1日～平成 21 年 6月 30 日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 17,000 300 350 200 
円 銭 

9.16 

今 回 実 績 値（Ｂ） 15,662 778 856 362 16.59 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,338 478 506 162  

増 減 率            （％） △7.9 159.5 144.7 81.0  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 20 年 12 月期第２四半期） 

17,421 992 1,031 574 24.93 

 
(2)平成 21 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 21年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 33,500 400 450 250 
円 銭 

11.45 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 31,000 900 950 400 18.33 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,500 500 500 150  

増 減 率            （％） △7.5 125.0 111.1 60.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 20年 12 月期） 

34,588 1,566 1,626 650 28.70 



２．個 別 
(1)平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間個別業績予想数値と実績との差異 

（平成 21年 1 月 1日～平成 21 年 6月 30 日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,500 200 250 150 
円 銭 

6.80 

今 回 実 績 値（Ｂ） 11,281 667 758 363 16.45 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,219 467 508 213  

増 減 率            （％） △9.7 233.7 203.2 142.0  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 20 年 12 月期第２四半期） 

13,278 897 938 541 23.47 

   
(2)平成 21 年 12 月期通期個別業績予想数値の修正 

（平成 21年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,000 300 350 200 
円 銭 

9.06 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 23,000 750 800 370 16.76 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 450 450 170  

増 減 率            （％） △4.2 150.0 128.6 85.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 20年 12 月期） 

24,801 1,393 1,415 638 27.97 

   

３．差異及び修正の理由 

 ［第２四半期連結累計期間］ 

 グループ全体でコストの削減に取り組み、また想定を超える原材料価格の値下がりや円高に

よる為替メリット等もあって、業績予想に比べ増益となりました。 

 

［通期］ 

  景気に一部持ち直しの動きが見られるものの、肥料の販売価格は７月から始まる新肥料年度

から大幅に値下がりし、化学品の需要は官民ともに未だ本格的な回復には至らない等、当社を

取り巻く環境は依然として厳しい状況で推移するものと思われますので、当第２四半期連結累

計期間の業績を踏まえて、修正を行うものであります。 

 

 ※上記の予想は、発表日現在において入手している情報および合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


